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第１３８回 教 育 研 究 評 議 会 要 録 

 

日 時  平成２８年４月２０日（水）午後１時００分～午後１時５０分 

場 所  第一会議室 

出席者  今岡学長，井上理事，小路田理事，笠井理事，藤原副学長，三成副学長， 

     柳澤文学部長，林井理学部長，三木生活環境学部長，中島人間文化研究科長， 

     内田，野村，小林，春本，黒子，高田，上江洌各評議員 

欠席者  角田理事 

列席者  横山学長補佐，小川学長補佐，久保学長補佐，酒居監事，福田監事， 

     岩阪総務・企画課長，山下情報管理活用監，小田原国際課長，乾研究協力課長， 

西田財務課長，西施設企画課長，木下学務課長，中窪学生生活課長，名賀入試課長， 

太田学術情報課長 

           

議事に先立ち， 

  （１）構成員の交代に伴い，学長から新任構成員の紹介があり，引き続いて，笠井理事から新

任列席課長の紹介があった。 

  （２）学長から，資料により本学の運営組織における教育研究評議会の役割等について確認が

あった。 

  （３）前回の記録確認。 

 

Ⅰ  審議事項 

   特になし。 

 

Ⅱ 報告事項 

 １．第３期中期目標・中期計画における「戦略性が高く、意欲的な目標・計画」の認定について 

 小路田理事から，資料１により，文部科学省から認定された，第３期中期目標・中期計画に

おける「戦略性が高く、意欲的な目標・計画」について説明があった。続いて学長から，本学

と関係する他大学の取り組みや，他大学の状況についての説明の上，各部局の第３期中期計画

及び年度計画を確実に実行するよう要請があった。 

 

 ２．第４９回経営協議会及び第１８０回役員会について 

 学長から，３月１８日に開催された第４９回経営協議会及び３月２５日に開催された   

第１８０回役員会の審議概要について報告があった。  

 

 ３．記念館耐震改修記念式典について 

   井上理事から，資料２により，４月２８日（木）に実施予定の記念館耐震改修記念式典と講
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演会について，内容説明及び案内があった。 

 

 ４．記念館一般公開について 

 井上理事から，資料３により，記念館一般公開が４月２９日（金）から５月５日（木）まで

開催されるとの内容説明及び案内があった。 

 

５．各室からの報告について 

   評価企画室： 

  すでに周知の今後の評価スケジュールとして，平成３２年度に実施される第３期中期目標

期間の４年目終了時の中間評価（法人評価）を視野に入れ，平成３１年度に認証評価の訪

問調査を実施し，その前年平成３０年度に自己評価報告書を作成することを予定している

との確認があり，各部局への協力依頼があった。 

   研究企画室： 

  研究用備品を大学内外で共同利用することが推奨されていることから，今年度備品の棚卸

しに着手予定であるとの周知があり，実施への協力依頼があった。 

   広報企画室： 

  大学説明会を今年度も同規模で実施予定であるため，これまでと同様，室員以外の教員へ

の協力依頼があった。 

 

 ６．その他 

  （１）国際親善教授の称号付与期間の更新について 

    学長から，上野 邦一 国際親善教授の称号付与期間の更新について，３月２５日開

催の役員会で承認され，平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までとなったと

の報告があった。 

  （２）学術情報センター改修記念式典について 

    井上理事から，６月１日（水）１６時３０分から記念式典を実施予定との案内があっ

た。 

  （３）専任教員の選考について 

 学長から，平成２８年１月６日開催の保健管理センター専任教員選考委員会で承認された

教員の選考について，以下のとおり報告があった。 

保健管理センター専任教員    白水 倫生 教授  平成２８年４月１日付け採用 

 続いて学長から，平成２８年４月１３日開催の研究院会議で承認された教員の選考につい

て，以下のとおり報告があった。 

アドミッションセンター専任教員 小野寺 香 准教授 平成２８年６月１日以降採用予定 

  （４）熊本地震への対応について 

    学長から，４月１４日以降発生している熊本地震とそれに引き続く地震活動で被災し
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た方々への支援として，九州大学を窓口として物品の送付等の対応を行っていること，

東北地方太平洋沖地震に準じて保護者が被災した学生への授業料等に関する支援をする

との報告があった。 

  （５）内田評議員から，４月２３日（土）に実施予定の計画停電や大学院等入試実施等に

関して，学内での情報共有が不十分なために不具合が生じていることについて発言があ

った。周知の徹底や事務の連携を図る等，今後方策を検討することとした。 

以 上 


